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学年目標『高め合い・つながる学年にしよう！』 

  

第６９回体育大会 団長・副団長の紹介 
白団 団長：下境竜也（５組） 

      僕は、小学校の時に団長をやりました。その時は、僕の団が優勝しました。優勝した時

に、まず思ったことは「団長として、自分の団の人をまとめられて良かった」でした。 

      でも、今、そのときのことを振り返ると、まとめることはできたかもしれないけど、笑

顔でみんなができたかって聞かれると、みんなが笑顔ではなかったと思うので、今回はみんなが、心

から笑って、この人が団長で良かったなと思ってもらえるようにしたいです。 

 あとは、感謝の気持ちを忘れずに、頑張るということです。僕を団長にしてくれた人に感謝を忘れ

ずに、誰よりも大きな声を出して、白団を応援の部で優勝に導きます。 

 

白団 副団長：井口歩美（４組） 

私は、今まで人の前に出る機会があまりありませんでしたが、３年生になって、何事に

も、まずは、挑戦してみようと思い、立候補しました。みんなの推薦もあり、ブロック

リーダーになれ、副団長という責任の大きい立場にもなりました。みんなに、この人 

がリーダーでよかったと思われるように、体育大会の練習、本番だけ頑張るのではなく、日常から責

任をもった行動をし、みんなを引っ張っていけるように全力を出し切ります。全員が気持ち良く参加 

し、すべての力を最大限に出せる体育大会にできるよう、みんなで頑張りましょう！宜しくお願い致 

します。 

 

緑団 団長：永島陸（7 組） 

      僕は、他の団長みたいに、みんなをまとめたりするのは、苦手かもしれないけど、勝つ

気だけはあるので、「一緒にがんばりましょう！」 

      「体育大会までの日常」で何事にも悔いが残らないように行動していきたいと思いま

す！ 

これからの応援練習で困った事、気になる事がある人は、どんどん聞いてくれて良いので、みんな

で全力を尽くしたいと思います。あとは、やる気のある人が、率先して動いて、各自で、仲間に声か

けをし合えるような、緑団にしたいので、そこは協力して下さい。 

 最後に、体育大会だけガンバルのではなく、練習から努力を積み重ねていって、緑団の勝利へとつ

なげましょう！ 

 

緑団 副団長：矢伏琴音（7 組） 

      私は、ブロックリーダーとして、クラス・学年だけでなく、学校全体が団結し、楽しめ

る体育大会をつくりたいと思っています。そして、副団長として、今の自分では周りを

みたり、指示をしたりすることが出来ないことが多いので、自分自身を一から見直し、 

日常や私生活から変えていきたいと思っています。 

 ブロックリーダーとして、副団長としての責任と自覚を持ち、後輩や周りの手本になれるようにし

ていきたいです。 

 今年の体育大会のスローガンは「西中全員 SMILE」なので、最後に全員が笑顔で終われることが

一番の目標です。そのために、自分たちができることは何なのか、全員が楽しむためにはどうするべ

きなのかをしっかりと考え、団長やブロックリーダーのメンバーと協力して頑張ろうと思っていま

す。 

 

赤団 団長：増田結太（1 組） 

      僕は、今年の体育大会で２つの目標があります。 

1 つ目は、全員が大声で応援できるようにすることです。やっぱり大きな声を出すのは

恥ずかしいと思う人もいると思います。しかし、そんな人でも、大きな声で応援できる 

ような雰囲気をつくっていきたいです。 

 2 つ目は、全ての生徒や先生が忘れられないような体育大会にすることです。そのためには、何か

新しいことを取り入れていきたいと思っています。だから、ブロックリーダーじゃない人でも、「こ

うしたらいいな」とか、「もっとこうしたら、こんなこともしてみたら、良いのではないか」などの

案がありましたら、是非とも教えてください。そのような案も取り入れていいものをつくりたいとお

もっています。 

 

赤団 副団長：豆野咲季（1 組） 

      私の目標は、今年の体育大会を全校生徒が忘れられないような体育大会にすることで

す。６９期生と一緒にできる最後の体育大会を、皆の中心となって盛り上げていきたい

と思います。そして、自分が過去２回体験し「迫力があって、カッコいいな」と感じた 

事を、下級生にも今年の応援合戦を通じて、感じてもらいたいです。 

 また、どんな行事でも一番大切なのは、団結することです。人数が多ければ多いほど、難しくて、

大変な事ですが、上手くまとまると、迫力のある素晴らしいものになると思うからです。だから、副

団長という立場から、団長、ブロックリーダーをサポートし、赤団をまとめていくことができるよう

努力します。 

 

糸でんわ 

 

 

 

 

 

 


